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【主担当部局：雇用経済部】 

県民の皆さんとめざす姿（令和５年度末での到達目標） 

県内で働きたいという意欲のある若者が、その能力を発揮しながら、いきいきと働き続けることが

できるとともに、安定した就労により経済基盤を確立することで、安心して次世代を育てることので

きる環境が実現しています。 

 

主指標     

目標項目 
令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

県内外の高等
教育機関卒業
生が県内に就
職した割合 

 46.8％ 

 

47.9％  50.0％ 

41.8％     

目標項目の説明と令和３年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

県内高等教育機関の新卒就職者および県外の就職支援協定締結大学の新卒就職者（三重県出
身者に限る）のうち、県内企業等へ就職した人の割合 

３年度目標値 
の考え方 

令和５年度に県内高等教育機関等の卒業生のうち、50.0％の人が県内企業等へ就職すること
をめざして、毎年約１ポイント増加させることとし、令和３年度の目標値を 47.9％と設定し
ました。 

 

副指標   

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

おしごと広場

みえ等に登録

した求職者の

就職率 

 60.1％ 

 

61.4％    64.0％ 

59.0％           

インターンシ

ップ実施率 

 43.0％ 

 

46.0％    52.0％ 

－           

 

現状と課題 

①本県の雇用情勢は、新型コロナウイルス感染症の影響等から、今後も厳しくなることが予想されま

す。このため、解雇や雇止めが危惧されるとともに、新規学卒者の採用についても予断を許さない

状況が続いています。 

②若者の県外流出が引き続き大きな課題となっており、県内高等教育機関卒業生の県内企業への就労

を促進するとともに、県外の大学へ進学した学生を就職時に三重県へ呼び戻す取組が必要です。 

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 

次代を担う若者の県内定着に向けた就労支援 

 

 



③県外の大学へ進学した学生やＩターン希望の学生が県内企業でのインターンシップや就職を希望し

ても、どのような企業があるのか、県内企業にはどのような魅力があるのかなどを知ることが難し

い状況です。 

④いわゆる就職氷河期世代は、雇用環境が厳しい時期に就職活動を行った世代であり、現在も、本意

ではない非正規雇用や無業の状態である人が一定数存在します。こうした状況にある人を対象に、

安定した就労に向けた支援の充実が求められています。 

また、若年無業者の職業的自立が課題となっており、就労に向けて、地域で包括的に支援する仕組

みが求められています。 

⑤雇用情勢の悪化から求職者の増加が見込まれることから、雇用のセーフティネットとして産業界の

ニーズである多様な職業訓練を実施していくことが求められています。 

 

令和３年度の取組方向 

①県内企業への就職を促進するため、三重労働局等の関係機関と連携しながら、ジョブカフェ「おし

ごと広場みえ」においてワンストップで総合的な就労支援サービスを提供します。「おしごと広場み

え」では、これまでの対面式に加え、オンラインによる就職相談や模擬面接等を引き続き実施する

ほか、Ｗｅｂ合同企業説明会の開催など、学生と県内企業との交流機会の確保等に取り組みます。 

②県外大学との就職支援協定の締結を引き続き進めるとともに、ＳＮＳやＷｅｂを活用した就職相談

や企業説明会等の実施、大学主催の保護者会への出席など、さまざまな方法で情報を発信すること

で、県内企業のさらなる認知度向上に努めます。また、学生が県内企業の魅力を知り、就職につな

げることができるよう、県内企業のさまざま魅力を集めたデータベース「みえの企業まるわかりＮ

ＡＶＩ」（ウェブサイト）による情報発信を引き続き進めるとともに、就職支援協定締結大学や県内

経済団体等と連携し、「『みえ』のインターンシップ情報サイト」の普及を進めることで、県内企業

へのインターンシップを促進します。 

③離職者や転職希望者等の県内への就職・定着を進めるため、県内企業の求人情報が検索・参照でき

る「『みえ』の仕事マッチングサイト」の活用を図るとともに、就職・転職セミナー、職場体験など、

多様な支援メニューを準備することで、離職者や転職希望者等一人ひとりの実情に応じた支援に取

り組みます。企業に対しては、オンライン面接等の導入促進を図るとともに、採用力を強化するセ

ミナーを開催し、幅広い人材確保のノウハウを提供します。 

また、無業者については、三重労働局等の関係機関と連携しながら、地域若者サポートステーショ

ンを活用し、各種講座や訓練等を提供することで職業的自立につなげます。 

④就職氷河期世代の不本意に非正規雇用で働く者や長期無業者が、安心して働き、いきいきと活躍で

きる社会を実現するため、就労支援機関やひきこもり支援機関などの関係機関と一層連携しながら、

相談から就職・定着までの切れ目ない支援を行います。また、就労体験や就労訓練の受入先となる

企業等を開拓するとともに、市町等との情報共有や企業とのマッチングを行います。このほか、令

和２年度に実施した就職氷河期世代の実態調査結果を関係機関で共有することにより、地域の実情

に合った支援を提供します。 

⑤津高等技術学校において、新型コロナウイルス感染症に対応するため、新規学卒者を対象としたオ

ンライン訓練を導入します。また、離転職者等を対象として、多様な分野において職業訓練を実施

するとともに、県内企業の生産性向上や競争力の強化に資する技術者等の技能向上のため、引き続

き在職者訓練に取り組みます。 

 

 



主な事業 

①おしごと広場みえ運営事業【基本事業名：34101 若者等の雇用支援】 

予算額：（R2） ３０，７９６千円 → （R3） ２８，９８２千円 

事業概要：若年求職者、大学生等の安定した就労や職場定着を図るため、三重労働局等と連携し、

「おしごと広場みえ」を拠点としたオンラインによる就職相談や各種セミナーの開催に

取り組むとともに、県内企業の人材確保ニーズと若者の就労ニーズとのマッチングを図

るなど、総合的な支援を実施します。 

 

②Ｕ・Ｉターン就職加速化事業【基本事業名：34101 若者等の雇用支援】 

予算額：（R2） ６，２８８千円 → （R3） ４，６１８千円 

事業概要：Ｕ・Ｉターン就職を促進するため、就職支援協定締結大学と連携しながら、Ｗｅｂを活

用して、県内の企業情報やインターンシップ情報の発信等に取り組みます。また、若者

に選ばれる企業づくりを支援するため、県内企業に対してインターンシッププログラム

の作成支援や採用力強化セミナーを開催します。 

 

③就職氷河期世代再チャレンジ応援緊急対策事業【基本事業名：34101 若者等の雇用支援】 

予算額：（R2） １４，７００千円 → （R3） ２３，５１６千円 

事業概要：就職氷河期世代の安定した就労につなげるため、正規雇用を希望していながら不本意に

非正規雇用で働く人や長期無業状態にある人を対象に、関係機関との連携により、相談

から就職に至るまでの切れ目ない支援を実施するとともに、就労体験や訓練の受入先と

なる企業等の開拓に取り組みます。 

 

④若者・子育て世代の県内就労総合対策事業【基本事業名：34102 人材の育成・確保支援】 

予算額：（R2） ７１，８９２ 千円 → （R3） ５９，９４９千円 

事業概要：県内外の若者等の県内企業への就労促進を図り、県内定着につなげるため、地域の関係

機関等が一体となり、若者・子育て世代にとって魅力のある働く場づくりや非正規社員

の正社員への転換促進などに取り組みます。 

 

⑤公共職業訓練費【基本事業名：34102 人材の育成・確保支援】 

予算額：（R2） ４１６，３４７千円 → （R3） ４８２，６９１千円 

事業概要：県内産業の担い手となる人材を育成するため、津高等技術学校において、求職者側、求

人側双方のニーズに応じた訓練カリキュラムを策定し、学卒者等を対象とした施設内訓

練を実施するとともに、離転職者を対象とした委託訓練を実施します。 

 

⑥技能振興事業【基本事業名：34102 人材の育成・確保支援】 

予算額：（R2） ５６，５２８千円 → （R3） ６６，１５６千円 

事業概要：技能検定の普及啓発、表彰制度の運用等により、技能の重要性を広くＰＲするとともに、

優れた技能を持つ後継者を育成するため、研修会や技能体験講座等を開催します。また、

外国人技能実習生の技能検定受検者増に対応するため、必要な支援を行います。 

 


